
＜災害時の医薬品等の確保体制の整備状況に関するアンケート調査 結果概要＞ 　令和６年12月　藤井寺保健所調査実施

八尾市 柏原市 松原市 羽曳野市 藤井寺市 富田林市 太子町 河南町 千早赤阪村 河内長野市 大阪狭山市

26.1万人 6.7万人 11.7万人 10.8万人 6.3万人 10.7万人 1.3万人 1.5万人 0.5万人 9.9万人 5.8万人

八尾市保健所

八尾 布施 河内 枚岡 柏原 松原 羽曳野 藤井寺 河内長野 大阪狭山

八尾市立病院 市立柏原病院 松原徳洲会病院 城山病院

ー
※R６.3廃院

藤井寺市民病院
大阪府済生会
富田林病院

太子町立
保健センター

ー
千早赤阪村

国民健康保険診療所
大阪南医療センター

辻本病院
樫本病院

ー ー 〇 ー ー ー ー 〇 〇

ー ー ー ー ー ー ー ー ー

医師会・歯科医師会・薬剤師会 薬 医・歯・薬 ー ー 医・歯・薬 ー 薬 薬 医・歯・薬

薬局等 ー 〇 ー 〇 ー 〇 ー ー ー

質問３-１　医薬品等の種類 ー ー

救急セット 災害時、可能な範囲で
ご提供いただく
実費負担による ー

医薬部外品（内服、外
用、目薬）、包帯、絆創
膏等

富田林薬剤師会の計
画による

応急手当用品 ・外科措置用医薬品
・市販内服薬

ー ー

保健師が避難所を巡
回するための救急セッ
ト（予算：年間３万円)

ー ー

必要時、町が協定の相
手方に依頼し、可能な
範囲で供給

富田林薬剤師会の計
画による

＜市の備蓄＞
　応急手当用品
　９品×６セット

＜供給協定＞
　流通備蓄

避難所での使用を想
定して備蓄

ー ー

＜市の備蓄＞
　市役所内

＜供給協定＞
　流通備蓄 ー

＜供給協定＞
　協定の相手方の保有
倉庫など

＜供給協定＞
　富田林薬剤師会の計
画による

＜市の備蓄＞
　市の備蓄倉庫

＜市の備蓄＞
　防災備蓄倉庫

ー ー

本年度、羽曳野市災害
時医療救護活動計画
を策定中で、地域防災
計画において想定する
災害に備え得るよう、
現在、羽曳野市薬剤師
会と確保医薬品の品
目及び量について協議
中

＜供給協定＞
　流通価格により、協
議の上、実費負担

＜備蓄無しの理由＞
予算の確保が困難で
あること、また医薬品
等の種類について専門
的な分野であるためど
のような種類を確保す
れば良いのか分からな
いため

その時の状況による 富田林薬剤師会の計
画による

＜市の備蓄＞
予算：経常的な予算確
保ではない
考え方：不明
＜供給協定＞
予算：確保無し
考え方：協定におい
て、使用された医薬品
等の費用は市が負担

避難所での使用を想
定して備蓄。
医薬材料費
４０，０００円

○の数

薬剤師会 薬剤師会 薬剤師会 ー 薬剤師会 薬剤師会 薬剤師会 薬剤師会 薬剤師会 薬剤師会 薬剤師会

ア 救護所 11/12 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

イ 避難所 6/12 〇 ー 〇 ー 〇 ー ー 〇 ー 〇

ウ 医薬品等の集積所 5/12 ー ー ー 〇 〇 ー 〇 〇 ー ー

エ その他 ー ー ー ー 市が指定する場所 ー ー ー ー 市が指定する場所

ア 医薬品等の供給への協力 8/12 〇 〇 〇 ー 〇 ー 〇 ー 〇 〇

イ 調剤・服薬指導 10/12 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇

ウ 医薬品等の仕分け・管理 9/12 〇 ー 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇

エ 衛生管理・防疫対策 1/12 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

オ その他 ー ー ー ー ー
応急処置・健康管理・
状況に応じた処置など

ー ー ー 状況に応じた事項

南河内

富田林保健所

中河内

藤井寺保健所

東大阪市

可能な限り早期に協定
の締結を行いたい

市町村災害医療センター

人口（総務省HPより）

所管保健所

地域薬剤師会

質問７-１
支援を行う場所

質問７-２
支援内容

〇

〇

〇

〇

ー

<市の備蓄>
　確保量は約900人分。

→大阪府：「災害時医薬品等確保供給事業」の中で災害発生後7日間
で4万人分の外来患者用医薬品が必要と想定

→東大阪市：人口割で、7日間で約2200人分が必要。発災後3日間
分として２２００×3/7で約９００人分を備蓄。
　(外部からの供給がないことを前提に)

＜供給協定＞
　災害発生時に医薬品等が必要となった場合は、薬剤師会会員薬局が
保有する医薬品等の提供要請を行う。

＜市の備蓄＞
　保健所

〇

ー

市立東大阪医療センター

東大阪市保健所

47.9万人

〇

〇

〇

ー

薬

薬剤師会

医薬品等の確保方法

＜市の備蓄＞
　年間50万円。期限切れ医薬品等の入れ替え用。

富田林

質問３-４　予算とその考え方

質問６　協定の相手方

質問２-１　市町村自ら備蓄

質問２-２　外部委託

質問３-２　確保量とその考え方

質問３-３　確保場所

薬剤師の確保状況

・外科系措置用医薬品
・急性疾患措置用医薬品
・慢性疾患措置用医薬品
※＜市の備蓄＞通常、薬局で在庫がない外科系措置用医薬品等を中心
に備蓄。

検討予定 検討中

確保している医薬品等

検討予定 検討中

質問２-３　供給協定

ー

資料２－２
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